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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
同
年
二
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
六
号
）
附
則

第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の

運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る

政
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
特
定
付
加
保
険
料
納
付
申
込
書
の
記
載
事
項

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
施
行
規

則
第
七
十
八
条
の
四
の
二
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

治
験
依
頼
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
は
、
適

切
な
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い

る
場
所
に
お
い
て
、
治
験
薬
の
容
器
又
は
被
包
に
前
条

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
邦
文
で

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
治
験
薬
管
理
者
は
、
第
一

項
た
だ
し
書
の
場
合
に
は
、
当
該
治
験
薬
と
そ
れ
以
外

の
医
薬
品
と
を
区
別
し
て
適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
の

下
に「（
拡
大
治
験
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、拡
大
治
験
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
六
条
の
三
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、拡
大
治
験
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

実
施
医
療
機
関
が
在
庫
と
し
て
保
管
す
る
医
薬
品
の
中

か
ら
、
治
験
薬
と
し
て
使
用
す
る
医
薬
品
を
当
該
実
施

医
療
機
関
に
選
定
さ
せ
る
こ
と
又
は
自
ら
治
験
を
実
施

す
る
者
自
ら
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
法
務
省
令
第
三
号

総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）

第
四
十
七
条
の
三
第
一
項
に
基
づ
き
、
総
合
法
律
支
援
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

岩
城

光
英

総
合
法
律
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

総
合
法
律
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
法
務
省

令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
二
項
中
「
払
戻
時
の
帳
簿
価
額
又
は
取
得

時
の
帳
簿
価
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
」
を
「
帳
簿
価
額
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
号

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民

年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三

百
五
十
三
号
）
第
九
条
第
二
項
並
び
に
同
令
第
十
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
国
民
年
金
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
百
九
条
の
四

第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
八
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
付
加
保
険
料
納
付
申
込
書
の
記
載
事
項
）

第
七
十
八
条
の
四
の
二

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令

第
九
条
第
一
項
の
特
定
付
加
保
険
料
納
付
申
込
書
に

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

平
成
二
十
六
年
年
金
事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
付
加
保
険
料
の
納

付
を
希
望
す
る
旨

三

基
礎
年
金
番
号

第
七
十
八
条
の
七
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
、「
後

納
保
険
料
の
納
付
」
の
下
に
「
及
び
平
成
二
十
六
年
年
金

事
業
運
営
改
善
法
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

特
定
付
加
保
険
料
の
納
付
」
を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
中
「
第
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く

は
第
九
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
第
十
条
第
一
項
」
の
下

に
「
及
び
第
十
二
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中

「
第
十
条
第
八
項
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
六
年
経
過

措
置
政
令
第
十
三
条
第
二
項
」
を
、「
第
十
条
第
一
項
」
の

下
に
「
又
は
第
十
二
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

中
「
第
十
条
第
八
項
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
六
年
経

過
措
置
政
令
第
十
三
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
百
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
国
民
年
金
後
納
保
険
料

納
付
申
込
書
」
の
下
に
「
及
び
特
定
付
加
保
険
料
納
付
申

込
書
」
を
加
え
、
同
条
中
「
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
に
規

定
す
る
」に
改
め
、「
国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
申
込
書
」

の
下
に
「
及
び
平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
付
加
保
険
料
納
付
申
込
書
」
を
加

え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
九
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四

十
五
号
）
第
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
九
項
及
び
同
法
第

十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
十
四
条
の
四
第
四
項
及
び
第
十
四
条
の
六
第
四

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
九
条
の
四
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
八
十
条
の
二
第
一
項
、

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
の
臨
床

試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令

（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

25

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
拡
大
治
験
」
と
は
、
人
道
的

見
地
か
ら
実
施
さ
れ
る
治
験
を
い
う
。

第
十
六
条
第
一
項
中「
次
に
掲
げ
る
事
項
」の
下
に「（
拡

大
治
験
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
及
び
第

二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、拡
大
治
験
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
七
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、拡
大
治
験
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

実
施
医
療
機
関
が
在
庫
と
し
て
保
管
す
る
医
薬
品
の
中

か
ら
、
治
験
薬
と
し
て
使
用
す
る
医
薬
品
を
当
該
実
施

医
療
機
関
に
選
定
さ
せ
る
こ
と
又
は
治
験
依
頼
者
自
ら

選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
清
算
結
了
・
清
算
人
退
任

関
係

会
社
そ
の
他
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